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子どもが説明し,伝えあう算数授業の構築
-ことばのもつ r思考｣｢コミュニケーション｣の役割に着目して一
輪 木 隆 幸*
研究の要約
新しい学習指導要領では､各教科等における ｢言語活動の充実｣をEi視する方向性が示
された.算数科においても ｢言語活動の充誕｣の観点から.考えたことを表現したり､説
明したりする活動を取り入れ､思考力 ･表現力の育成を図ることが求められているC
そこで､本研究では､ことばのもつ ｢愚考｣｢コミュニケーション｣という役割に着目
して､子どもが説明し､伝えあう紫教授英をどのように組み立てて授雀を進めていったら
よいのかを明らかにしていく｡
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1 ｢ことばの教育｣の充実
(1)｢ことばの教育｣重視の背景
① ｢知略基盤社会｣-対応
｢知職基盤社会｣の時代において,ますます
並要となる｢生きる力Jという理念が継承され,
知識 ･技徒の習得や思考力 ･判断力 ･表現力等
の育成のバランスを透視する方向が示された｡
そして.あらゆる学習の盛盤となる言語の能力
について,国語科のみならず,各教科において
その育成を委視することが求められているJ
② ｢言語活動の充実｣
｢言語活動の充実｣は主として小学校低学年
で強調されているが,子どもの成長発達全体に
わたって韮視されているO特に,言語による論
理的な思考や表現の力をつけることが狙われて
おり,これによって同時に感桁のコントロール
なども行えるものと期待されているO今後のH
本人の曲も重視すべき能力として,この言語能
力が挙げられており,そのため教科等を横断し
て,全教育活動でEI指すべきものとされている｡
③鼻教科の目標と ｢表現する能力｣
詩教科では,r言新宿軌の充実｣の観点から,
常数科の目標にも,次のように ｢表現する能力
を育てる｣という文言が新たに加えられた｡
第数的活動をi威して,数胞や励形について
の貼礎的 ･鹿本的な加馳及び技能を身に付
け,日常事象についての見通しをもち筋道
を立てて考え,表現する能力を育てるとと
もに,算数的活助の楽しさや徽理的な処理
のよさに気付き,進んで生活や学習に活用
しようとする傾度を育てる｡
*岡山大学教育学部附属小学校
④新 しい算数的活動の位節付け
これを受けて,次のように,従前の等数的活
動に加えて ｢考えたことを寮現したり,説明し
たりする活動｣が示された｡具体的には r百薬,
敬,式,図を用いたりして考え,説明する活動｣
が例示として挙げられている｡
(2)説明し,伝えあう算数授業の実現
打数的活動の例示には,｢鋭明｣という文言
はあるけれど ｢伝えあう｣という吉葉は見あた
らないoしかし,井数の授業において,現明し,
伝えあうという一迫の活動によって,子どもは
新たな許数をつくることができる.
従って.新しい学習指数要領の意図実現のた
めには,子どもが鋭明し,伝えあう弟教授菜を
組み立てて行く必要がある｡そのためにはどん
なことを大切にすればよいのかを,ことばのも
つ r思考Iと rコミュニケーション｣の機能面
から探っていく｡
(3)｢思考｣としてのことば
①筋道を立てて考える
子どもはことばで思考している.ことばで,lLITl.
考するとは.罪数授業では考えの根拠を明らか
にし,それをもとに推論できることである｡
考えの根拠として,既習甘項となる知熟 ･技
能,考え方や操作も含まれるOまた.推論の例
示として ｢類比的な思考｣｢帰納的な思考｣｢杭
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縛的な思考Jが挙げられているO
②自分の考えを組み立てることと説明するこ
と
罫数的活動の例示から分かるように,考える
ことと税明することを一体的な学習活動として
とらえることができる｡従前のように思考力と
表現力を分離独立 して別々なものとして指導す
るのではなく,相互に補完するものとしてとら
えて指導 していくことが大切である｡そのため,
算数授男のLlコで.子どもが考えを組み立てて,
説明することが成立したかどうかは,次のよう
に ｢根拠｣｢推論の道筋Jr教材｣の三才が-一
体となったどうかで判断できるとJP,-える.
③思考 ･説明の構成要諦 ｢根拠｣r椎輪の道
筋｣l教材｣と場づくり
子どもが説明し.伝えあう算数授業では,｢根
拠J｢推論の道筋jf教材｣の=.者が一体化す
ることを目指 した学習が行われることが大切で
ある｡そのため,ノー トに自分の考えを組み立
て,自分なりの考えをまず,友達に根拠を明ら
かにしながら論理的に説明できる場を寸伸成する
必要がある｡
《思考 ･鋭明の要素》
∴二十
匝頭 ⇔ 匪団
(4)｢コミュニケーション｣としてのことば
①コミュニケーションの役割
子どもはコミュニケーションの道具としてこ
とばを使っている｡罪数授業では,ただのお し
ゃべりでは新 しい弟数はつ くることができな
いO算数の ｢乍習内容の共有化｣と ｢学習方法
の共有化｣できてこそ,自分と友達と双方向の
ことばを使ったコミュニケーションことが,罪
数で目指すコミュニケーションであると.考え
るO
②コミュニケーションとよりよい考え
事数授業では,ただ考えを伝えあうだけでな
く,伝えあう中で考えを発展させていく必要が
ある｡そのために,説明する活gf)Jの後に,考え
を術潔 ･明瞭 ･一般性などの観点から見直 し
て,よりよい考えに練り上げるコミュニケーシ
ョンの場を取 り入れることが大切であるo
自分なりに考えを組み立てて
もった考えを r簡単か｣｢分か
りやすいか｣｢いっでも使えるか｣
などの観点で見直し.よりよい考
えを見出す伝えあう活動(客観的)
2 ｢子どもが説明し,伝えあう算数授業｣
の構想
第数授業を次のように構想 し,ただ説明した
り,伝えあったりするだけでなく.まず,自分
で組み立てた考えを根拠を明らかにしながら鋭
明することで友達とお互いの考えを共有 し,吹
に,その考えを簡潔 ･明瞭 ･一般作などの観点
から見直 し,よりよい考えに発展させることを
大切にする授繋づくりをしていく｡
子どもが自分なりの考えを組み立て,
共有 した考えのよさを伝えあい,
よりよい考えを兄いだす過程
3 ｢子どもが説明し,伝えあう算数授業｣の
実際
1年r13-9の繰り下がりのひき算｣
(1)単元計画
第 ･次 減数が6以上の場合の繰 り卜がりの
あろひき算の仕方
第 1時 練 り下がりのあるひき算の課題をつ
かみ,ブロックの操作を通 して
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10から減数を引いてたす考えを見
出す｡(本時)
第2時 10から減数を引いてたす考えをイ
メージ化し,数式での計卦に由めるD
第 3時 繰り下がりのあるひき第の計算の仕
方を形式化することができる｡
第二次 減数が5以下の場合の繰 り下がりのあ
るひき井の仕方
第三次 繰り下がりのあるひき舞の間周づくり
と習熟
(2)本時の指導
①本時の目標
13-9の答えは10のまとまりから9ひい
て考えればよいことを鋭明できる｡
②指導の工夫
ア 求残の場面を取り上げる
ひき算の用いられる場面としては,残りを求
める似合 (求頗)と,追いを求める城合 (差)
がある｡求残と水差のうち,求横の方が ｢取り
去る｣ということで.ひき井のイメージを伯:按
もちやすく,ブロックの操作で ｢10から9と
って1, 1とのこりの3で4｣いった計算の仕
方に緯びつきやすい｡
イ 減加法の考えのよさに気づかせる
13-9のような繰 りFがりの計井の化とし
て,数え引き,滅々法,減加法,捕加の4つの
場合が考えられるO
①数え引き 1つずつひく
②減々法 13-9- (1313)-6
③減加法 13-9- (10-9)+3
④補加法 9にいくったせば13に
なるか
これらの中でも計許の体系と関連している滅加
法で形式化をはかっていくようにする｡
り 数値の吟味
12-3のように被減数の-の位の数と減
数の差が接近している場合は.減々法をしすい
ので,減加法のでやすい1319で番人 してい
く｡
ェ 減加法の考えのよさの実感
減加法の考えを定君.-'･のために,はじめの練習
問題は減数を9や8に固定した形で進めるaそ
して,計罪カー ドなどでも計井仕方を頭の中で
処理させるというのではく,13-9の場合｢1
0から9とって11と3で4,答え4｣という
ように唱えさながら練習させるようにする｡
13-9
12-9 10から9をとった
15-9 のこりはいっも1だね0
11-9 だからかんたんだよ｡
14-9
③授業の実際 (1次 1時)
ア 課題をつかむ場面
｢13個なっているかきの木から,かきを9個
とる｣場面絵から,残ったかきの数を求める式
が13-9というひき罪になることをたしかめ
た子どもは ｢13-9の答えの出し方 (計第の
仕方)を考えよう｣というめあてを決めブロッ
クで使って次のように考えていった亡
イ 13-9の答えの出し方を考え,説明する
場面
一日で13こと分かるようにブロック板の と
にブロックを並べたあと,お話にあわせてブロ
ックを劫かさせた｡どの子も答えは4であるこ
とは分かってしまうが,ブロックをどのように
助かしたのかを整理するために数回お話に合わ
せてブロックを動かすようにした｡
(考え①)
-i-;i享 1'TF
凸
2回とる
(考え②)
[コ □□□■■■■■
JIL_
10から一度にひく
意図的に ｢一度に9を引くにはどこからとれ
ばとよいだろうか｣と問いかけ,いろいろなや
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り方をしていた子どもたちも次第に (考え②の
ように軌かしてき_たO
ウ ブロックをどう動かしたかを話し合い,よ
りよい考えを見出す場面
ほとんどの子どもが (考え②)のような動か
し方になったところで,どのようにブロックど
う動かしたかを蟻掛 こ吹き出しで髄理したu
c ブロックをこうやって ((考え②)のよう
に)動かしました｡
C 13このかきから, 9ことって 4このこ
ります｡
T なぜ,こっちから9をとったの?
c 1Oのかたまりからとると簡単だからで
すO｢10は9と1｣だから,のこった
rlと3で4｣とすぐにわかりますr.
T これ じゃあだめなのかな｡(13から1つ
ずつひくフロックをどう動かしていく)
C それだと,めんどうです｡やっぱり,
10から一度にひいた方がいいです｡
T fEるほど,10のかたまりからとると冊単
なんだね｡
13-9の答えは 10のまとまりから9ひい
て考えればよいことがわかったとこで,13を
｢】】｣や ｢12｣などにかえて10のかたま
りからひくよさを線かめていった｡
3年｢12×3の計算の仕方｣
～10といくつに分けて
計算するよさを見出す授業-
(1)単元計画
第 1次 (何十,何百)×1けたの計第
第2次 (2位敏)×1けたの計罫 (本時)
(2)本時の指導
①本時の目標
12×3の計第の什方をアレイLxJを使って考
える活動を通して 12を10と2に分けて,位
ごとに計界すればよいことを説明することがで
きる｡
②指導の工夫
ア アレイ図を使って考える活動の工夫
12×3の計茄の仕方を考える際に,アレイ
図を使って考える溝助を取り入れることで, 1
2を工夫して昧習のかけ算九九を活用すればよ
いことに気づきやすくし,アレイ寓を線で岡ん
だり,囲んだ図と式を対応させたりして自分の
考えを多様にもちやすくするO
イ アレイ図と式を対応させて説明し,よりよ
い考えに練り上げる工夫
12×3cr)計茄oj仕方について話し合うi掛こ
は,アレイ図と式を対応させて考えを税明でき
るようにし,いろいろな考えを比較検討させて
どの-2,.えがよりよい考えなのかを話し合わせる
ようにすることで, 12を]0と2に分けて考1
えるよさに気づきやすくするb
(3)指導の実際 (第 1次 1時)
①取層をつかむ場面
け目題 ｢1ふくろ 12こ入りのアメが3ふくろ
あります｡アメはみんなでいくつあるでしょ
う ｣を堤/Ji'し,12×3とな式したところで
既習のかけ算との違いを話 し合う中で,本時の
めct,)てを依.射ヒしていき,子どもが ｢12×3
a)計瓢の仕方を考えよう｣というめあてをつか
んでいったO
② 12×3の計算の仕方を考え,説明する
場面
12×3の計算の仕方をアレイl豆は 使って考
えはじめた子どもは,アレイ同を線で陶んだり,
その間んだlglと式を対応させたりして自分の考
えをかき表していった｡
そして,意図的に rQ 8と4に分ける考え｣
(② 6と6に分ける考えJ｢③ 10と2に分け
る考え｣の順に放り上げて説明させるようにし
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た｡
考え① 12を8 と 4 に分 けて
12 12 12
｢616YbldLY6-a-1
00:○○: 8×3-24
00:○○:
LP_P_⊥qP_⊥g_Q_J
r6-6-Y6-dry-a-6-14×3-12J
LqP_⊥9_Q_⊥9_PL)24+12-36
C ぼくは8×3-24,4×3-12で
24+12-36になりました｡
C ぼくも同じです. 12のかたまりを臼と4
にわけて,8が3つあるので8×3,4が
3つあるので4×3になりました｡
C この考えは12を8と4に分けてかけ第九
九が使えるようにしているので肺単ですQ
考え② 12を半分に分けて
12 12 12
rE)-白ye)-Ej-YE)-e)-1
:○○:○○:○○:
LQQ人QQ人QQ_)
6×6-36
rE)-EjTe)-E)-Ye)-E)-1
:○○:○○:○○:
C 私は,6×6=36になりました｡
C 同じです012を半分に分けると6が6つ
あるので6×6です｡
C 12を半分に分ける考えは計節が1回です
むので筋単です｡
C 私は別の考えでやったのですが,12を半
分に分けて6×6にするのは簡単だと思い
ました｡
考え③ 12を10と2に分けて
12 12 12
rE)-Ej-YE)-E)-YE)-e)-i.
:○○ :○○ l○○ :
こ○○ 1○○ l○○:10×3-30
:○○ :○○ :○○:
LO_Q_人O_O_人Q_Q__)
(e)-_eiXeiQXeieD 2×3-6
C ぼくは,10×3-30,2×3-6で
30+6-36になりました｡
C 10が3つあるので10×3,2が3つあ
るので2×3です｡
C ぼくも, 12を10と2に分けてかけ第九
九を使ってやりました｡
C 同じです｡ 10×3,2×3,30+6の
計算も冊単です｡
C 12を10と2に分けるのは区切りがよく
て分かりやすい考えです｡
T 1Oと2に分けるとどうしてIX二gJりがいい
のですか｡
C 10のまとまりで分けると,12なら10
と2, 13なら10と3というように数を
分けやすいからです｡
③ 12×3の計算の仕方を練 り上げる
よりよい考えを探 り ,10といくつに分
けて針弁する考えの よさを伝えあう活動
子どもが,10といくつに分ける考えはいつ
でも使える考えであることに気づいてきたとこ
ろで ｢13×3の時も10といくつに分ける･考
えがイ史えるかどうか確かめようと投げかけた｡
10と3に分けて13×3の計弗をした子ども
は次のように発言 してきた｡
C 13の時も12を10と2に分けたのと同
じように13を10と3に分けると肺単に
できました｡
C 13は半分に分けられないので,10と3
に分けて計算すると簡単にできました｡
C 】3×3も10といくつに分けてやると簡
単にできるとわかりましたD
c 個数が変わっても10といくつに分けて考
えると簡単に計罪できます｡
このように,子どもは10といくつに分けて
計弄する考えでかける数が変わっても簡単に計
罪できることに気づいていった｡
｢10といくつに分けて計算する考え｣
この学習に続くかけ質の雅算の仕方を考える
l更別こも,次のように 10円玉と1円玉のお金模
型などを使って計第の仕方を考え,蛮第の部分
槽とお金模型を対応させて話 し合 う中で,頂井
の意味をとらえ,かける数が大きくなったとき
も位ごとに分けて計算 していけば簡単に計罪で
きることをとらえさせていった｡
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(お金模型) (数式)
十の位 -の位
⑩⑲ ①①①① 2 4
× 3 4×3 × 3
:㊨ ①① ;くニ==ミ> 1 2
:⑳⑲ ' 6 0
:⑳⑬;⑩⑲ 20×3 7 2
2
6年r3/5÷2/3の分数のわり嘉J
(1)単元計画
節 1次 分故のわり符の芯味を考え,単元の
牒松をつかむo
13;2次 分散のわn井の仕方を考える｡
簡1時 3/5÷2
第2鴨 3/5÷1/3
第3時 3/5÷2/3 (本時)
第3次 分散のわり罪を用いた問題づくりを
1る｡
(2)本時の指導
①本時の目標
3/5÷2/3の計算のft二方を既習のわ り第
0)什符や血相同を使って考え.どんな分数同上
のわり算でも)わられる数にわる牧の逆数をかけ
れば答えがいつでも来めれることが餅Iylでき
fJJ
②指称の工夫
ア わり算の性質や面耕図を使って考える活動
の工夫
3/5二2/3の計筋の†上方を考える際には
iHlf)のわり罪J)性質を使って,9/5÷2U)⊥
うにわろ故を並数に直したり,分母の放小公倍
数をかけて9÷10のように盤数同士のわり許
にしたり,わる敬の逆数をかけてわる敬を1に
したりする｡
イ わり算の性質や面積図を根拠に説明し,公
式を見出す話し合いの工夫
3/5÷2/3の計算の仕方について話 し合
う際には,わり界の性質や面相図をもとに説明
できるようにし.いろいろな考えを比扱検討さ
せて考えの典地点を話し合わせるようにするこ
とで,どんな分数同七のわり算でもわられる敬
にわる欲の逆敬をかければ答えがいつでt)求め
れることに気づきペコすくするU
(3)指導の実際 (第2次3時)
(D課題をつかむ場面
次のような粂作不足o)間頓を提示 し,ロにい
ろいろな放fLlYを入れて考え,3/5÷2や3/
5÷1/3,3/5÷2/3などを､`/jtするこ
とで,既習と末習を盤珊 しやすくしたー
(間箇)
3/5n1のかべを□ dtでぬれるペンキが
3/5÷2や3/5÷1/3け計算u)fL'方が
既習で,3/5÷2/3の計罪の仕方が々甲で
あることを想起させたあと,3/5÷2/3の
計耳の仕方は何を使 うと考えやすいのかを問い
かけわる敬の2/3を整数化 したり,面付目;功を
使ったりすれば たいという見通 しをもたせ,木
崎のめあてを ｢一日こして3/5÷2/3の計笛
の什方を考えよう｣と決めた
②3/5÷2/3の計算の仕方を考え,読
明する場面
わる数を整数化 したり.面積図を使ったりし
わる数の2/3を軽数化 したり,d]'楯図を使
- 2 2 -
ったりする考えをノー トに記述することで,自
分の考えを表しやすくした｡
考え① 3をかけて割 る敏を整数にする
PJえ(診 公倍数を15をかけて整数にする
3 2
5 3- (言× L5)千(三× 15)
- (3×3)÷ (2×5)
3×3
5× 2
9
10
考え③ 3/2をかけて掛る数を1にする
喜 32 - (言 ×言,÷ (言 ×言,?‥
÷ 1
10
考え◎ 面相図を使って単位のいくつ分で表す
1 9
㍍す maが(3x3)二で - mal0
計井の仕方は (考え①)から順に一つ一つ取
り上げていき,式の大切なところを丸で魔んだ
り.図と対応させたりして話し合わせることで,
根拠がJplかを明らかにした｡
考えの共通点を探 り,どの考えも分数のか
け算に直すことで答えが求めれていること
(-考え①)～ (考え(む)の考えは一つ一つ版
lr:し.似ているところをつないで鮭児すること
で.どの考えも分散のかけ罪に直すことで答え
が求められていることに気付きやすくした｡
C どの考えも,同じようなかけ算の式ができ
きています｡
C はじめはわり井なのに,途中の式はどれも
おなじかけ井の式になっいますn
c かけ節の式は,Jltx.初のわり井の分母と分子
が入れ替わったものになっています｡
このように,考えの共通点を探らせていく中
で,分敬のわり算の公式につながるきまりをみ
つけていくことができた
分数のわり算では,わる軌の分母と分子
を入れ替えた分散をかけるとよい｡
△ ☆
D O
さらに,わる数の2/3を5/6や4′/7に
変えて考える活動を工夫することで,分数のわ
り井はいつでも分数のかけ罪に直すと答えが求
められることに気付きやすくした.
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4 ｢子どもが説明し,伝えあう算数授弟｣の
成果と裸屠
自分で組みiLてた考えを根拠を明らかにしな
がら説明することで友達とお二狂いの考えを共有
し.その考えを簡滞 ･明脈 ･一般性などの観点
から見虚し,よりよい考えに発展させることを
大切にする授莞づくりをめざした｡
言語活動の充実の方向性が打ち出されている
が,ただ子どもに話し合 う活軸をさせればよい
のではない｡-C=t').えを説明するrfrC･お互いの考え
を共有化するための条件は何か,伝えあう中で
考えを発展させていくためのT夫は何かという
ことを常に考えた学習展開にしていくことが大
切であることを3つの実践をidして実感するこ
とができた.I
子どもが考えを説明する際には､説明の構成
要談の r根拠｣｢推論の道筋Jr教材｣の二者
が一体化することでお互いの考えが共有化でき
ること､子どもが伝えあう際には､簡潔 IPJl瞬
･一般性などo)観点で考えを見止 して,上級的
な考えをより客観的な増えに党旗させていくこ
との屯蛮性を再確認できた｡
思考を進めるためのことばとコミュニケ-シ
ヨンの道具としてのことばの役割を塵理 して,
授菜を組み立てていくことは.界数教育のねら
いとする,思考力 ･表現力を育てることに大変
役立つと考えるG今後も,さらに､考える^を
育てることばの教育を目指 して取り組んでいき
たい｡
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